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2008 年  03 月  01 日  

熊野の旅 春本番 赤外フィルム  

 いよいよ三月・弥生…春本番です。 
 気温はまだまだ低めですが、陽の光と空の方はすっかり春です。 
 陽だまりで日向ぼっこするには、少し陽の光が強くなりすぎの感じもします。 
 空の方は、温かみをますとともに、『春霞』が出てきました。 
 これからしばらくは、『春霞』やら『黄砂』やら分からない、薄ぼんやりした天気

が多くなります。 

 
 都会に居ると、あまり遠くを見ることがありません、高いビルの展望台にでも登っ

た時以外は何キロも先、何十キロも先を見通すことはほとんど無いものです。 
 田舎に来ると、視界が開けると言うこともありますが、割りと近景で見るものも少

ないので、『遠くの景色』を眺めることが多くなります。 

 
 熊野古道歩きになど来られると、杉や桧の林の中を歩いてゆき、峠に近づいて木々

の間に遠景が望めるようになるとその景色に見入るものです。 
 峠になると、その向こうに又々連なる山々や、陽の光に輝く海と水平線が望めます。 
 そうなると、定番は、カメラを取り出して…今は携帯電話でしょうか…景色を撮っ

て、景色を背景に記念写真を一枚…という物です。 
 そんな時、情緒のある『春霞』が大敵になります。 
 カメラには人間の目のような補正機能はありません。 
 単純に物理的な陰影や色合いの違いを写し取るだけです。 
 目ではそこそこ違いが見分けられても、カメラにとっては一緒くたになってしまう

ことが多いのです。 
 今はデジタルカメラがほとんどですから、背景が白く飛んでしまっているのもその

場で気が付くと思います。 
 人間の目よりずっと鮮明に写し取る特殊なフィルムなんてのも存在します。『赤外

線写真』はそれになります。 
 ただ、最早、国産の赤外フィルムはないし、コダックなどのものを使えば撮れます

が、『赤外線写真』はやはり特殊な表現になってしまいます。 
 これから、しばらくはカメラを肩に熊野古道散策にこられる方をがっかりさせる日

が多いかもしれません。 
 被写体が、紀州連山だったり、広々とした海だったりしますから… 
 肉眼でも、20Km 先の新宮が見えない日があります。 
 上天気、快晴に見える日でも…春風が吹くと海から霞がたなびいて陸に上がってき

ます。 
 塩をたっぷり含んだ霞です。 
 オゾンたっぷりと言った感じです。 
 写真には向かなくても、肉眼と体には最適な『熊野古道歩きのシーズン』に入って

来ました。 
 峠の風が心地よい位になるのももうすぐです。 



 

赤外フィルムの写真です 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ      by je2luz | 2008-03-01 10:57 

 

 

 

 

2008 年  03 月  02 日  

熊野の旅 遷座４００年 木本神社  

 以前にも書きましたが、ここ木本の氏神様の『木本神社』に残されている『棟札』

の一番古いものは『慶長１３年・１６０８年』のものです。 
 この棟札には、寄進されたものなど事細かに記載されているようです。 
 日付は慶長１３年１１月３日です。もちろん、この頃には『文化の日』は無かった

はずです。そして、旧暦ですね。 
 そして、代表者の所には 
    紀州牟婁郡木の本村 出願 南茂介 となっています。 
 つまり、江戸時代に入ったときにはすでにこの辺は『牟婁』の地として、きちんと

住所に組み込まれていたわけです。 
 木本は近在の南牟婁郡の村々と合併して、『市』になり、『南牟婁群』と言う、歴史

のある地名を捨てたわけです。 

 
 今年が、木本神社がこの横を流れる『西郷川』の 1Km ほど上流から、今の海辺に

出てきて４００年、『遷座４００年』と言うことで、３月３０日に記念行事が行われ

るそうです。 
 『木本神社御鎮座４００周年記念祭』  だそうです。 

 
 熊野古道が世界遺産に指定され、松本峠から花の窟に向かう道のすぐそばにあって



も、とりたてて有名な観光神社でもないので、神社の参拝者や収入が増えたわけでも

ありません。 
 どういう風に、経営が成り立っているのか不思議なのが、各地にある、こうした『鎮

守様』ですね。この、木本神社も宮司さんが居られます。先生を兼務されておられま

すが、宮司さんを養うほどの上がりは無さそうです。 
 そんな神社ですし、最早、私をはじめほとんどの氏子は、『氏子』と言う意識がな

くなっています。 
 そんな中での『４００周年記念行事』ですから、実行委員の方も大変なようです。 
 ３月２２日 10：00～12：00 には木本小学校講堂でバザーをやって資金を捻出す

る予定だそうです。 
 出すものもないし…せめて、覗きに行って欲しいものでもあればほんのちょっぴり

でも協力できれば…と、思っています。 

 

 カメラは センチュリー・グラフィック 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ     by je2luz | 2008-03-02 11:56  



2008 年  03 月  03 日  

熊野の旅 ２１世紀の巡礼道誕生？  

 今日の朝日新聞の記事によりますと、神・仏の区別無く、関西地区の有名？社寺を

巡る新しい信仰？観光？ルートが作られたそうです。 
 江戸時代に盛んだった『伊勢参り』に来た人が参拝した社寺を中心にしたらしいの

ですが、その伊勢神社は『特別参拝』と言う別枠になっています。 
 他に、奈良・京都・大阪・兵庫・和歌山・滋賀の関西一円に広がる１２４のお寺と

神社です。 
 古くは、『西国３３箇所めぐり』があり、ご詠歌に歌われているように、この範囲

に岐阜まで加えた広いものでした。もちろんこちらは、宗派を超えたとは言え、『仏

教』のものです。 
 この中で、比較的、ここに関係のありそうなところは、とくべつ参拝の『伊勢神宮』

と世界遺産に入ってくる吉野熊野の霊場でしょう。 
１   伊勢神宮（三重県伊勢市）  
２   熊野速玉大社（和歌山県新宮市）  
３   青岸渡寺（同県那智勝浦町）  
４   熊野那智大社（同県那智勝浦町）  
５   熊野本宮大社（同県田辺市） 
１８  金剛峯寺（同県高野山町）  
１９  金峯山寺（奈良県吉野町）  
 などが入っています。 
 この企画は、世界平和とかとともに観光の振興も狙っているようです。 
 詳しいことは 
 

http://www.asahi.com/kansai/entertainment/news/OSK200803
020020.html 
 に載っています。 
 何だか、『ご朱印帳』のようなものも発行されるようです。 

 
 良く考えたら、日本人はものすごく昔から、スタンプを集めるのが好きなようです

ね。 
 私も子供のころ、『スタンプ帳』と言うのを持っていました。 
 伊勢に行こうが東京に行こうがそれを持ち歩いてペタペタとスタンプを押してい

ました。 
 日本中の駅にはちゃんとスタンプが用意されていますし、観光スポットにも用意さ

れていましたね。今では『道の駅』ですね。 
 観光地ともなると、役場の中にもスタンプがあったりしました。 
 今回は正規のものが発行されるようで、少しありがたみがあるでしょうね。 
 私はこの中で２５余りしか行っていませんね。 
 いや…『行った』のではなく『お参りした』でした… 



    
    

    

Tags:熊野古道 国道４２号線      by je2luz | 2008-03-03 10:36 

 

 

 

 

2008 年  03 月  04 日  

熊野の旅 石英粗面岩 鬼ヶ城の石  

 熊野の名所、鬼ヶ城、獅子岩、花の窟などはみんな波や風によって浸食された『岩』

です。 
 他にも、木本の背後の山の上に見えている『華城』（はなじろ）や町の真ん中にで

んと座っている『要害山』（ようがいさん）なども全部同じ岩石です。 
 砂岩のように、こするとぼろぼろと落ちてくるような黄色っぽい岩です。 
 実態は硬い岩石で、表面が変質したものです。 
 その構造がたまたま見られる工事が行われました。 
 『要害山』の急傾斜対策事業で、その硬い岩が削られている現場があるのです。 
 『要害山』はふるくは「公園」とよばれ、一時は「成田山」とも呼ばれていました。

これは、その山頂の使われ方で、通称が変わったものです。 
 山頂に「成田山」が据えられたのが昭和 30 年代位かと思います。個人の方が千葉

の「成田山新勝寺」の許可を貰って別院を構えたとか言われていましたが、平成にな

る頃にその方がお亡くなりになると廃墟になっていました。この廃墟は以前にここに

載せたことがあります。 
 この岩山の海側半分の所有権は熊野市にあります。返還交渉をせかせたのですが、

中々実現しなかったものですが、ようやく解決し、建物の撤去も完了しました。 
 車の登れるような岩山では無いので、架線を張っての撤去作業で巨費が掛かったも

のと思われますが、おそらく公費負担になったのではないかと思います。 
 事実上、地賃ただで貸して、半世紀たって撤去も…なのでしょうね。 
 貸した相手が宗教団体…いささか自治体としては疑問のあることです。 

  
 風化の進む、一連の岩同様、この要害山も少しずつもろくなって、出っ張りが落ち



たりします。 
 その真下には民家があります。当たれば木っ端微塵です。 
 それに、岩の上に生えている雑木の手入れがなされてこなかったので、非常に危な

い所もあります。 
 そこでやられているのが、ぐるりと取り囲むように鉄の落石を受け止める柵の建設

です。 
 余り役立つとは思え無いのですが…硬くてまともに削れない岩石を削ってやって

います。 
 その現場では、この辺の岩の正体が見えます。 

 
 これが正体です。 
 この青みを帯びた部分が太古に出来た石英粗面岩の生きた姿です。 
 その外側の饅頭の皮のような薄茶色の部分は、雨などが染込んで変質したものです。 
 青っぽい部分は粘りがあって結構固いものです。逆に変質した部分は、一粒一粒の

結晶がバラバラになりかけていてもろいものです。 
 こうした岩石なので、侵食が進み良く。鬼ヶ城や獅子岩を作り出したものでしょう。 
 これほど岩が露出した所でも、中々、こうした構造が見られることは少ないです。 
 現場は、この『要害山』に登る道の横です。 
 登り口は非常に分かりにくいですね。もし、行かれるなら、『天理教南紀大教会』

を目印に行き、その辺りでたずねてください。 
 山頂に行っても今のところなにも無く、手すりもまともに無いので危険と言えば危

険ですが、立ち入り禁止にはなっていません。眺めも、そこそこ良い所です。 
Tags:熊野市 昭和        by je2luz | 2008-03-04 12:11  



2008 年  03 月  05 日  

熊野の旅 要害山・三角点  

 日本の正確な地図は人間の足で歩き回って測量して廻ることで作られました。これ

は伊能忠敬以来近年まで延々とやられてきたわけです。 
 近代になってからはその測量の定点として『三角点』と言うものが指定されていま

した。 
 その位置は地図作りにとって非常に重要な物で、昔は学校でも近くの三角点が何処

にあるかなんて教えていたものです。 
 近年では、衛星による GPS だとか、衛星写真、航空写真など、ハイテクを駆使し

た地図の修正が行われ、三角測量では行えない細かい地形も地図に落とし込まれてお

りますね。 
 それとともに、何となく『三角点』の存在が忘れ去られているように思えます。 
 三角点は大体において、小高い所で地盤がしっかりしている所に設置されているも

のです。地図の定点になるのですから当たり前でしょうね。 
 この近くでは、たしか『獅子岩』の展望台辺りにも在ったように思います。 
 そして、木本のど真ん中にそびえる『要害山』の頂にもあります。 
 民間に貸渡して、『成田山熊野別院』が建ち、そして廃墟になる頃には、三角点は

何処にあるのか分からない状態でしたが、建物の撤去が行われてから。再び日の目を

見ております。 
 地球から突き出してきたような巨大な岩山の天辺ですから、地すべりで移動したり、

陥没したりすることの無いしっかりしたものの上にあります。 

 
 このように、七里御浜、太平洋、熊野灘が目の前に広がり、木本町が足元に広がり

ます。 
 せっかく新しい標識を立てたのに、正確にわかるはずの『海抜』や『緯度・経度』

の記載がありません。どうせなら、書いておいて欲しかったものです。 
 アマチュア無線的に言えば、ここも私の家と同じで『PM83BV』に納まっているは

ずです。 
Tags:熊野市 七里御浜      by je2luz | 2008-03-05 10:41 



2008 年  03 月  06 日  

熊野の旅 月例 熊野市報３月号より  

 今月も熊野市報から人口動態などをピックアップします。 

 
 お誕生   ８ 
 おくやみ ３４ 
    １月１１日から２月１０日まで 
 おくやみでは４８歳と言う方が一人含まれますが、他は全部７０歳から１００歳ま

での方です。ほぼ順当と言えるものです。 
 それにしても、ものすごい数字ですね。 
 『熊野』は『村』でも『団地』でもない、平成になって合併して更に大きくなった

『市』なのですからね。 

 
  人口    ２１．１０６ （－４４） 
   男     ９．８３３ （－２２） 
   女    １１．２７２ （－２２） 
  世帯数   １０．１５９世帯（－１７） 
     平成２０年２月１日現在 

 
 これをみて分かるように、人世帯の人の数は平均２人しか居ないのです。 
 まだ、夫婦に子供が居る世帯もありますから、そうしたところを引くと、残りの世

帯は一人住まいです。 
 この辺では職場も無いので、若い人の単身所帯はあまりありません。そこそこ若い

人でここに居る人独身は親と同じ住所に居る人が多いです。 
 と、言うことは、一人住まい＝独居老人 なのです。 
 かく言う私は、実質的には一人住まいですが、統計上は末の息子の住所がまだここ

に残っていますから、二人住まいに分類されます。 
 こんなのを差し引くと、人口は軽く２００００人を切っているでしょう。世帯数は

それほど減らないので、世帯あたりの人口がうんと減少するでしょうね。 

 
 あと数年で、『高規格道路』が開通します。 
 それが出来て、こうした傾向に拍車が掛かることはあっても、防止など出来るはず

もありません。 
 日本中にほぼ高速道路網が構築されているのに、過疎が止まった、高齢化が止まっ

た…なんて話は聞いたことがありません。 
 日本に高速道路網が整備されだした頃から、地方の疲弊と過疎化が加速されたのは

偶然とも思えないくらいです。 
 この道路は、地方にとっての『動脈』ではなく『静脈』でどんどん中央に血を戻す

役割だけを果たしているようです。 
 静脈のバイパスを作る外科医だけが儲かる…そんな感じでしょうか。 



 
 市内、新鹿湾の遠望です。この谷の下の方に『尾鷲熊野道路』と言う高速道路が出

来ます。 
 採算が全く見込めないので『無料』になるようです。 
 最近は色々知恵をつけてきて、利用料を取らないものが増えています。 
 熊野古道関連の会館などもそういう傾向ですね。 
 料金を取るから、『赤字だ』と言われます。取らなきゃあ、管理運営費なんてもの

は予算書にあるだけで市民の目にも留まりませんからね。道路もしかりです。 
 カメラは フォクトレンダー・ベッサ 
Tags:熊野市 国道４２号線 モノクロ      by je2luz | 2008-03-06 12:13  

 

 

 

 

2008 年  03 月  07 日  

熊野の旅 三重県立木本高等学校定時制  

 宣伝です。 
 三重県立木本高等学校定時制は今年も廃校を逃れました。 
 今年の募集から停止なった県立の定時制高校が１校在りましたので、この定時制も

風前の灯なのです。 
 昔は、高校進学率も低く、その理由の一つに親の収入が低いと言うのがありました。 
 そのため、こうした定時性高等学校には、本物の『勤労学生』がたくさん通ってい

ました。 
 こんな田舎の街でも、木本高等学校に通う勤労学生を優先して雇ってくれるお店も

あり、そうしたところで働きながら通っていました。 
 当時は、大学の二部・夜間部も勤労学生がかなり居たものです。 
 しかし、世の中が『所得倍増計画』や『高度成長』で親の平均所得も上がり、高校

進学率が上昇、高等学校の新設も急速に行われて行きました。 



 それとともに、定時制高校への進学がどんどん減って行きました。 
 入学者数が数名しか居ない状態がずっと続いており、県にとっては大きな負担とな

っています。 
 若いときに高校に行けなかった方も随分入学し卒業されて行きましたが、人口２万

の町ではそれも底をつきました。 
 近年行われているのは、数名しか居ない教室での授業を公開する『科目受講生制度』

です。 
 木本高校定時制の行う授業のうち、自分の希望する科目を選んで受講するものです。 
 ここの定時制は『普通科』なので、すでに普通科を卒業している人は入学できませ

ん。しかし、この『科目受講生』としてなら、授業を受けることが出来ます。 
 私は深夜にぼんやり教育テレビの高校講座をぼんやり見ていることが多いです。 
 日本史・世界史・地理など、おぼえなくて良い状態なので気楽に眺めています。数

学となると、ぼんやり眺めているだけでは、使っている公式を、『あったあった…』

と思うだけで、空で計算する力はなくなっています。だから面白くはないです。 
 だからと言って、私自身は無精ですから、決まった時間に学校に行って授業を受け

る気は起きません。 
 こうした制度は、ここの木本高等学校以外にもあるのではないかと思います。ぜひ、

活用されてみてください。 
 木本高等学校定時制の問い合わせは 0597-89-6244 です。 
 説明会は ４月７日（月） 19：00 から あるそうです。 

 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ     by je2luz | 2008-03-07 11:26 



2008 年  03 月  08 日  

熊野の旅 半世紀の時   

 半世紀・５０年と言うと随分長い年月です。 
 しかし、自分が過ごしてきた半世紀は長いような長くなかったような、微妙な長さ

の年月です。 
 私の手元に残っている、私が撮影したフィルムでもこの半世紀と言う年月を越えて

きたものがあるようになってきました。 
 半世紀前、１９５８年当時カメラ界は３５mm カメラが主力に変わった頃です。 
 私のカメラは、『オリンパス 35S』でした。レバー巻上げの最新型です。 
 しかし、その時にはすでに一眼レフの時代が始まっていたのです。 
 旭光学はすでに今の形の一眼レフ『アサヒペンタックス』を出していたのです。 
 これをみても、半世紀とは微妙な長さの年月のようです。 

 

 この微妙な長さの中で、私の周りの人たちはほとんど入れ替わったわけです。 
 この写真は、１９６０年のものです。 
 白線が一本入った帽子をかぶっている中学生が砂利道をリヤーカーをつけて自転

車で荷物を運んでいます。 
 場所は木本町、多分、今のモスバーガーのあたりだと思います。 
 木で作ったパネルを使ってコンクリートを流した跡のはっきりした堤防は旧堤防

です。 
 今はこの部分に国道４２号線が走っています。 
 この頃の国道は町中、記念通りを通って『紀伊木本駅』の駅前を抜けていました。 
 木本で一番変わったのは、繁華街ではなく、この海岸道路でしょうね。 
 完全に裏通りで、芋畑や倉庫くらいしかなかった『浜の道』…本来の『浜街道』だ

ったのです。 
 ここに昭和４４年ごろでしょうか、鬼ヶ城の根元にトンネルを掘って、国道が移っ

て来たのです。 
 今も熊野古道歩きの人は、三重県がせっかく作ってくれた『石畳』の本町を歩かず

に、国道沿いを歩くことの多いのは、松本峠を越えてきた人が獅子岩・花の窟…新宮



方面に歩こうとすると、無意識に海岸に出て南下するのが自然なのかもしれませんね。 
 国道が出来て４０年ほどになるのですが、今でも、この回りに住む旧来の住民には、

国道側は『裏』なのです。 
 私の家は木本らしくなく『裏の方』に向いて建っています。 
 浜筋を歩かれる方は、我が家の前を通ってゆくわけです。余り多くは見かけません

がね。  
Tags:国道４２号線 モノクロ 熊野市      by je2luz | 2008-03-08 11:56 

 

 

 

 

 

2008 年  03 月  09 日  

熊野の旅 熊野市立木本小学校  

 

 熊野市立木本小学校の写真です。 
 すぐそばに聳える『要害山』から撮った物です。 
 この校舎は昭和 32 年（1957）に建てたもので、撮影は今年平成 20 年 3 月（2008）
です。 
 休み時間なので、児童が運動場に出て来ています。その数、60 名ほど数えられま

す。 
 この人数だと、この運動場も広く見えますが、実際はリトルリーグでさえがライト

はまともに守備につけない狭い運動場なのです。 
 昭和 32 年と言うと戦後のベビーブームの子供が在学中の時期ですね。そのころは、

日本中の小学校に子供があふれていたものです。 
 この、木本小学校でも、生徒数が 1500 名にもなっていた時代です。クラスも 50
人学級で、松・梅・竹・桜・・・・定食のように名前がつけられていたものです。 
 この運動場は当時のままです。広げられたわけでも、狭められたわけでもありませ

ん。 



 つまり、この運動場には、その千数百人の児童が昼休みなどに飛び出してきたので

す。 
 今の生徒数は、この写真に見えている数の倍ほど百数十名です。鬼ごっこだろうと、

サッカーだろうと十分出来ます。しかし、それの 10 倍にも達する子供が出てきたの

では、走ることも縄跳びなどもままなりません。鉄棒なども勢力の強いグループの独

占物になります。 
 私は、山間部の児童数の少ない小阪小学校に通っていましたから、そんな過密なの

は経験しませんでしたが、この木本小学校では、運動場の使用を曜日により高学年・

低学年に仕分けして制限した時代があったようです。 
 過密も困りますが、学校の過疎。それも中心部まで過疎が進むのは寂しいですね。 

 
 熊野市は『少人数学級』をとうの昔から実行しています。 
 しかし、それによって優秀な人材がたくさん出たとも思えません。 
 昔でも、田舎は『少人数学級』で、山間部などは『個人授業』でした…優秀な人材

が出来ると考えるより、社会から落ちこぼれるのでは…などと心配されたものです。 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ      by je2luz | 2008-03-09 10:51 

 

 

 

 

 

2008 年  03 月  10 日  

熊野の旅 熊野の鬼ヶ城附獅子岩  

 『熊野の鬼ヶ城附獅子岩』 この表記は国の指定する『天然記念物鬼ヶ城と獅子岩』

のものです。 
 昭和３３年（1958）６月にこの名前になるとともに、それまでは『木本の鬼ヶ城』

として『鬼ヶ城』だけだったのを、同じ時に隆起したであろうと言うことで『獅子岩』

も追加されたのです。 
 かつて国内旅行が華やかなりし頃は、交通が不便で地の果てのようなところであっ

ても、随分多くの人がここを訪れていました。 
 ことに、この天然記念物指定変更の頃は『天然記念物』と言うだけでも集客能力が

あったのです。 
 吉野熊野国立公園の端っこの『絶景鬼ヶ城』と『奇岩獅子岩』にお国の方で『天然

記念物』なんて『金看板』を掲げさせてくれたのですからね。 
 その頃から先は、『国立公園』『国定公園』は増えるは『天然記念物』は増えるは… 
 交通も便利になり、熊野よりハワイの方が…いや、パリの方が東京から近くなっち

ゃいました。 
 看板が足りないのだろうとばかりに、『世界遺産』の看板もいただきましたが、す

でに、日本中が世界遺産だらけです。 

 
 熊野の辺りも道路が随分良くなりました。 



 交通停滞なんて、『熊野大花火大会』の８月１７日以外には縁のないバイパス並の

国道４２号線なので、観光客の方も休む必要も無いから、ひたすら気分良く走って通

り過ぎます。 
 『紀伊半島ドライブの旅』みたいです。 
 長く『通り抜け不可』になっていた『鬼ヶ城周遊コース』が再開されましたが、こ

こを歩いて見物する人も非常にまれです。 
 悪くないコースなのですがねえ… 

 
 写真の左側の山が低くなっているところが『松本峠』です。 
 松本峠を越えて鬼ヶ城へ、そして鬼ヶ城を周遊して木本へ…浜街道で獅子岩と花の

窟まで…『世界遺産熊野熊野古道』と『天然記念物二ツ』、『日本最古の神社』… 
 すごいものを半日で見られるもですが… 
 『世界遺産万里の長城』をみて、人類の宝『故宮博物館』を見学、北京ダックを食

べるツアーには勝てないようです。 
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2008 年  03 月  11 日  

熊野の旅 予告 昭和３０年代の写真展  

 昨日までは私が撮った『昭和を撮った写真』をテーマにした写真展をやっていまし

た。 
 １３日からは、同じ本町通り関船町の展示場で、私が昔々、昭和３２年から３６年

に撮った木本の様子の写真の展示を行います。 
 昨日までのは、撮り下ろしと言うのか、今、撮ったもので、カメラや資材は古くて

もフィルムも６×９と大きいし、今のものですから非常に上質な仕上がりの物です。 
 今度の分は、４０年前のもので、カメラも３５mm カメラですし。フィルムの名前



こそ同じでも乳剤は格段に劣る時代のものです。当然のように、画質はかなり落ちて

しまいます。 
 実を言うと、二日ほどしかないのに、一枚も焼き付けていません。 
 前回は全紙の伸ばしもしたのですが、今回はとても全紙には耐えられないだろうと

いうことで、半切が最大サイズになります。その印画紙を手配したら、品切れとかで

発送が遅れて、ようやく先ほど着いた所です。この書き込みが終わったら、現像液を

溶かしたり、準備に掛かります。 
 アマチュアの暗室なので、引伸ばしならかろうじて昼間でも出来るくらいまでは継

ぎはぎで遮光してありますが、やはり、安全のために夜だけの作業になります。 
 たった、十数枚の写真を焼くだけですが、数年にわたって撮ったもので、かなり調

子も違うようなので、短時間には出来そうもありません。コンピューター上での調整

は簡単ですが、印画紙焼付けでの調子の変更は時間も掛かるし、無駄な印画紙を消費

するのでお金も掛かります。 
 古い写真なので、少し茶色い印画紙を使うとムードがでるのですが、今流の『純黒

調』というきりりと締まった写真になってしまいます。 
 著作権には期限はありますが、肖像権の方はどうなのでしょうね。 
 本人の了解も取れないので、なるべく、人間の入らないものを選んでいます。 
 他所から来た人だと、人物が写っているほうが、その時代が感じられるのですが、

地元での展示なので一応避けています。 
 今度のは何時まで展示するのかわかりませんが、しばらくはやるのだと思います。 
 こちらに来られることがあれば、石畳の本町通り真ん中辺の民家でやっていますか

ら覗いてみてください。 

 



 昭和３５年（1960）当時の七里御浜木本海岸堤防です。 
 下の写真は今の木本堤防で、ほぼ同じ位置からのものです。 
 内側には国道４２号線が走り、本の堤防の外側には同じ高さの新堤防は作られてい

ます。 
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